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　三浦氏によると、現場で農家さんに有機農業で大変なこと改善したいことを尋ねると、9割の方が除草で
あると回答されるようです。現在、中～大規模経営向けには高能率水田用除草機が販売されており、小規
模経営向けにもアイガモロボットが開発されているそうです。また、10cm～15cmの水深を維持する深水
管理を組み合わせることにより、約8割の雑草の除去ができると説明がありました。
　有機うね連続使用栽培(ダイコン+サツマイモ)についてもご紹介いただきました。こちらについては、マ
ルチを連続して活用することによりコスト・労力が削減され、土を動かさないことによりサツマイモの線
虫害が軽減されるそうです。具体的には、10月～11月に焼酎廃液を畑に散布し、3月にダイコンを収穫。
その後4月にサツマイモの苗を移植し、7月にはサツマイモの葉が畑を覆うようになります。この方法によ
る栽培方法は慣行栽培と比較しても、ダイコン、サツマイモともに、同程度の収穫量が見込めるものの、
マルチ畦間の雑草防除が課題であると報告されました。
　この他にも各種マニュアルが農研機構HPから閲覧できるようになっていますので、情報をお求めの方は
ぜひご検索ください。

　今年のフォーラムは農研機構の三浦重典氏をお招きしました。三浦氏は
有機栽培や緑肥の利用等農業技術の開発に携わっておられます。今回は水
稲の有機栽培技術、野菜の有機栽培とカバークロップの利用等についてご
講演いただきました。

「有機農業研究の最前線から
　～農研機構の有機農業研究の成果～」
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第21回有機農業フォーラム開催報告

NPO法人鹿児島県有機農業協会

こあぷれす
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農研機構�中⽇本農業研究センター�

有機・環境保全型栽培グループ⻑ 
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フォーラムの様子

三浦重典⽒

農研機構　技術パンフレットの一覧
下記ワードで検索、もしくは右記QRコードを読み取り下さい。



 私は、消費者代表として協会の理事をさせてい

ただいておりましたが、このたび病気療養を理由

に理事を退任させていただくことになりました。

 私は20年以上前から地球畑⻄⽥店で買い物を

しておりますが、通いだした頃の私は⼩学⽣であ

った娘にアレルギーがあり、⼀⽣懸命⾷べ物の勉

強をしておりました。また⼩学校の給⾷に有機野

菜をとりいれてほしいと、栄養⼠の先⽣⽅とお話

をさせていただいたりしていました。そんなある

⽇、⻄⽥店の書物コーナーで⾜を⽌めているとこ

ろに⼤和⽥明江さんから声をかけられました。そ

してそれを機に有機農業協会の役割を知り、消費

者として理事の末席に置いて頂くことになりまし

た。その時分に⼩学⽣だった娘は今では成⼈し、

たいした病気もせず元気に働いており、⼀⼈暮ら

しでも良い⾷材に⽬が⾏くそうで、それを聞くと

私も嬉しくなります。私⾃⾝は理事としてなかな

かお役にたてなかったのですが、さまざまなこと

を学ばせていただきました。

 フォーラムやオーガニックフェスタ、理事会、

歴代理事⻑さんの姿勢や考え⽅、有機JAS認証、

その取得・継続の厳しさ、⽣産者さんの情熱と頑

張り、そしてそこに携わる沢⼭の⽅々のお蔭様で

私たち消費者は美味しくて安全なお野菜、果物、

お⽶などを頂くことができることを知りました。

 ⿅児島には有機農業協会があり、かごしま有機

⽣産組合、またその直営の地球畑がありと、他県

に⽐べ有機農産物を⼿に⼊れやすい恵まれた環境

� 2021年5⽉30⽇（⽇）、⿅児島市のかごしま環境未来館において第22回通常総会を開

催しました。�第１号議案では、2020年度事業報告と収⽀決算について報告され、満場⼀

致で承認されました。�第２号議案では、2021年度事業計画案と収⽀予算案が提案され、

同じく満場⼀致で承認されました。�第３号議案では役員改選が提案され、４名の理事の

退任および新任、その他16名の理事の再任が承認されました。

 新たに就任した４名の理事（上城秀⼈、⼩薗豪、永⽥洋⼀郎、室屋智美の各⽒）つい

ては、本誌３⾴の紹介記事をご覧ください。また、総会当⽇に第１回理事会を開催し、

互選により理事⻑（⽥代正⼀）、副理事⻑（井上清視・⼤和⽥明江）、常務理事（⼤和

⽥世志⼈・園⼭宗光）を決定しました。以上の議案について質疑応答を経てすべて承認

され、通常総会は無事終了しました。�

 当⽇ご出席いただいた皆様及び委任状により議事委任いただいた会員の皆様に⼼より

御礼申し上げます。

にあると思います。それらの設⽴に尽⼒され、実

現していただいた⽅々の先⾒性とご努⼒に敬意を

表し、⼼より感謝申し上げます。また、農林⽔産

省の県別有機認証業者数を⾒てみますと、有機農

産物⽣産⾏程管理者数は、1位の北海道が260、2

位の熊本が168で、⿅児島は3位の162です。⿅

児島は全国有数の有機農業先進県なのです！この

ことを県⺠の何割が知っているでしょう。県⾏政

はもっともっと県内外に宣伝して有機農家を⽀援

してほしいと思います。

 私たち消費者は、オーガニック、ナチュラル、

有機の⾔葉に惑わされます。⿅児島では、認証が

厳しく煩雑な正真正銘の「JAS認証有機農産物」

が、地元で⽣産され新鮮なうちに⼿に⼊り⾷べら

れるのです。これが東京、⼤阪でしたらどうでし

ょう。有機農産物のお店は探せばあるとは思いま

すが、とてもとても⿅児島の価格では買えないと

思います。

 「地球畑通信」や、「オーガニック」で、新規

就農⽣産者の⽅々の記事を読みますと、とても嬉

しくなります。お若い⽅々が覚悟を決めて有機農

業を始める勇気とそのお姿に万歳したくなりま

す。改めて消費者として⽣産者の皆様⽅に御礼、

感謝申し上げます。

 これからもよろしくお願いいたします。

 以前よりは⾏政が興味を持ってくれていると聞

きますが、もっともっと⽣産者の報われる制度や

助成が進みますよう応援しております。

� 2 2回�常��開��告
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生活協同組合コープかごしま
専務理事／組織管掌　上城　秀人　氏
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 ⽣協コープかごしまはおかげさまで設⽴５０周年を迎えました。物価⾼騰や環境汚

染、有害な⾷品添加物が氾濫していた５０年前、くらしを少しでもよくしたいと願う

⺟親たちが中⼼になって、様々な消費者運動を進めてまいりました。重要な商品のひ

とつとして産直への期待は⾼く、地元の⽣産者の⽅々のご協⼒もあって供給と交流を

進めさせていただいています。

 現在は第３世代の組合員が増え、コロナ禍で⽣活様式も変化を余儀なくされていま

すが、持続可能な社会の実現に貢献している有機農業への理解促進をともに協⼒して

進めていければと考えています。前任の甲斐同様によろしくお願いいたします。

� この度、特定⾮営利活動法⼈⿅児島県有機農業協会の理事を拝命いたし
ましたグリーンコープかごしま⽣協の⼩薗と申します。

�⽣協運動・事業の中で培ってきた経験や感性を、⿅児島県に有機を広げる
活動に少しでも寄与できればと考えています。また、⿅児島県有機農業協

会で知ること・学ぶことを通して、ただインプットするだけでなく地域に

アウトプットしていくことを意識的に取り組んでいきたいと思います。

�皆様⽅のご指導・ご鞭撻を宜しくお願い申し上げます。

グリーンコープかごしま生協
専務理事　小薗　豪　氏

� 今回、協会理事に就任いたしました永⽥洋⼀郎と申します。年齢はちょうど66歳に
なったところです。5年前、南さつま市役所を定年退職し、その後JA⿅児島県経済連
で5年近く直売事業の業務に関わっておりました。市役所在職中は農業⾏政現場で有機
農業に勤しむ⽣産者の⽅々との交流、経済連では直売所への安⼼安全な農産物供給の

ため、⽣産履歴の提出点検などを⾏ってきました。

 今回縁あって理事に就任いたしましたが、設⽴趣意書を幾度となく拝⾒し、関係者

の皆さまが⽣業のみならず有機農業の推進・普及を通じて、⼈間形成や⾃然環境の保

全に向けた活動を展開されていることを実感しました。

 微⼒ですが皆さまと⼀緒に活動を展開できるよう、努⼒して参りたいと思います。

 何卒よろしくお願いいたします。

九州農林開発㈱　農業生産法人寺田農園㈱
顧問　永田　洋一郎　氏

� 私達は⿅児島県の錦江湾に浮かぶ活⽕⼭桜島の麓の畑で『循環式�環境保全
型�有機栽培法』オーガニック栽培にて⿅児島県の伝統作物『桜島⼤根』、『桜
島⼩みかん』を主幹作物として季節のお野菜や果樹を育てています。

また、両親や妹と⼀緒に農家カフェ『caféしらはま』も営み、桜島を楽しく発
信出来る様に収穫イベントやマルシェも開催しています。近年では⼤学⽣のコ

ミュニティ団体『アスノタネ。』から他の団体も参加いただいて、草刈りツー

リズムや⾷育イベント、出店販売を多数しております。

 ⻑年の有機活動をしている⽅々とも是⾮⾊々とお話し伺いたいですし、これ

からはもっと⼈との温かい繋がりが⼤切だなと思っています。

 �どうぞ宜しくお願い致します。

ファームランド櫻島&農家ｶﾌｪ 「caféしらはま」　
室屋　智美　氏

�理事��



弊社は創業7４年の製粉会社です。明治創業の菓⼦店「のせ菓楽(現弊社製菓部

⾨)」で使う⽶粉を作るため、創業者の⼩城勇⼀が粉作りを⼀から学び、会社の

基礎を作りました。元々お菓⼦屋から始まった製粉会社の弊社は、粉ありきの

粉作りではなくお菓⼦ありきの粉作りに⼼掛け和菓⼦に和む⽶粉作りを⾏って

おります。お客様のお菓⼦作りをハード（粉の製造）とソフト（お菓⼦を作る

技術や情報）の両⽅からお⼿伝いさせていただいております。

⼩⻨アレルギーでお困りの⽅のために⽶粉100％で洋菓⼦やパンを美味しく楽

しんでいただきたいという想いで、これまで培われた和菓⼦に和む⽶粉作りの

ノウハウを組み合わせることで、２年の歳⽉を費やし、洋菓⼦⽤や製パン⽤の

新しい⽶粉を作りだしました。世界的にグルテンフリー市場が拡⼤する中

2015年から⽶粉のドイツへの輸出を始めました。

Ｑ2 こだわりなどありますか。

弊社の主なお取引先様はお菓⼦屋さんです。コロナ禍で⼈の往来が制限される

中でお⼟産菓⼦は特に影響を受けております。お客様のお菓⼦が売れないと、

弊社の原料の使⽤量も減少いたしております。

コロナ禍で業務⽤の販売が減少する中で家庭で簡単に和菓⼦が作れるミックス

粉を商品化して、巣籠り需要に対応出来る様に⼩売店やネットなどで販売を⾏

っております。

Ｑ４ コロナ禍で影響がありましたか。何か⼯夫していることが
ありますか。

お客様の付加価値作りのお⼿伝いを⾏い、お客様に喜んで頂ける原料メーカー

として、今後とも品質や衛⽣⾯の向上に⽇々精進し、健康に役⽴つ素材の研究

などに取組みたいと考えております。

また、現在ドイツのご家庭や専⾨店で⽶粉（KOMEKO）をご使⽤いただき、

ドイツの⼈々の⾷卓にKOMEKOが育まれています。「KOMEKO」が「てん

ぷら」や「すき焼き」のように世界の共通⾔語として認識してもらえることを

夢にみて、今後も海外へのKOMEKOの販売に尽⼒して参ります。

Ｑ５ これからの⽬標や夢は？ 

認証⽇： 2 0 1 6 / 1 1 / 2 5 加⼯ 1 1 1 5

⿅児島県薩摩川内市隈之城町 1 8 9 2番地

認証事業者紹介

⼩城製粉株式会社

https://kojoseifun.co.jp/

ドイツへの輸出が進む中で現地のお客様から有機の⽶粉を望む声が多くなり、

2017年3⽉に有機認証を取得しました。

海外向けの⽶粉では有機の商品を販売しておりますが、国内でも有機の⽶粉を

商品化出来たらと思っております。

Ｑ3 有機農業協会に望むこと。また、JASマークへの想いなど。

⽶粉や⼭芋の加⼯品、きな粉などの製菓原料の製造販売、和洋菓⼦製造販売、

⽶（主⾷⽶）製造販売をしております。

Ｑ１ 何を⽣産していますか？

4



 6⽉20⽇（⽇）、初めてのオーガニックJASマルシェ

を⿅児島市のベルク広場にて開催しました。

 出店者はコロナ禍ということもあり9店舗でしたが、

午前10時の開店を待ちわびたたくさんのお客様で賑わい

ました。

 12時には完売の店舗や品薄のお店がチラホラ。抽選会

では賞品のオーガニック商品を⾒てニッコリ笑顔のお客

様ばかり。

 今回は有機ＪＡＳマークをできるだけたくさんの⼈に

知ってもらうために開催したマルシェ。マークを全然知

らない⽅もいれば、いつも気を付けて⾷べているという

声も数多く頂きました。

 これを機に、有機ＪＡＳマークに興味を持って頂ける

⽅が増えることを願っています。

・オーガニックと聞くと購⼊したくなる。

・チャイが⾮常に美味しかったです。

・体にいい。地球環境にいい。

・寄りやすい場所でした。

・いつも使っているものを売っている⽅とお話ができてとても魅⼒的でした！

・お店がもっとあればいいな。

・⽣姜パウダー・ジンジャーエール！

・野菜が安かった。

・⼩ぶりだけど⾊々と買物が楽しめた。

・和紅茶ソフトクリーム美味でした。

・お茶が魅⼒的だった。

・ORGANICのお茶・お野菜・黒⽶が嬉しかったです。

アンケート全体のご意⾒で、有機を選ぶ理由が「健康の為」「体にいい」が多い印象でした。

また定期的な開催の要望の声が多かったので、今後も有機JASマーク普及のためのマルシェを認証事
業者様と⼀緒に開催できたらいいですね！

魅⼒的なものはなんでしたか！？

などご要望・ご意⾒など

お聞きしました！

アンケートの声

オーガニックJASマルシェ開催しました!
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「有機認証制度の改善に前進！！」

O r g a n i c  N e w s

 2021年6⽉現在、⽇本全体の有機農産物の⽣産⼯程管理者数は2,584件、ここ数年横ばい状態が続いてい

ます。

 農⽔省としては何とかこの認証農家数を増やしたいと、農家⼾数の１パーセントに、という⽬標も掲げ

て取り組んできていますが、なかなか実現できていません。

 なぜ認証農家数が増えないのか�という問題について、農⽔省との意⾒交換の席で「そもそも、この

認証制度に⼤きな問題がある、この制度の運⽤を改めないと増やすのは難しいし、下⼿したら減少の⼼配

すらありますよ」と、私がたびたび指摘・問題提起してきたところです。

 今般、農⽔省としては「緑の⾷糧システム戦略」なるものを策定し、その中で２０５０年までに有機の

取り組み⾯積を２５パーセントに拡⼤する�という画期的な⽅針を打ち出しました。

 何とか、国際的な流れに後れを取らないようにという判断からだと思います。そこで、どうしたら認証

農家を増やすことができるのか、ネックは何か、どこをどのように改善したらよいのか、現場の率直な声

を聞きたいとのことで、４⽉２０⽇、農⽔省から⻄川基準認証室⻑が協会においでになりました。そこ

で、常⽇頃我々の感じている以下の課題、問題点について具体的に問題提起をしました。

１：有機資材として使⽤できるかどうかの判断と証明が農家に義務づけられているのが⼤きな負担だ、こ

れは国の責任でやるべきことではないか。海外では政府が有機資材リストなるものを作成して、だれでも

そのリストを活⽤できるようになっているというのだが、⽇本でもその⽅向で進めてほしい。

２：毎年、毎年検査を受けなければならないのが⼤きな負担だ。過去の検査で、問題のなかった農家につ

いての検査は２年に１回とか、簡素化してもらいたい。また、認証費⽤の負担が⼤きく、⼤変だ、国のほ

うで有機農家を拡⼤したいというのであればそこの認証費⽤助成を検討してもらいたい。

３：認証番号をすべての袋、包材等に表⽰するように義務化されたが、これが⼤きな負担、農家は毎⽇袋

の番号シールを貼るのが仕事になってきており、苦痛でしかたがない。この認定番号の表⽰は義務ではな

く、任意制に改善してもらいたい。

こうした要望に対して、「本省に持ち帰り、前向きに改善の⽅向で⾄急、検討します」との嬉しい回答を

いただきました。そして後⽇、その検討状況の報告を以下のようにいただきました。かなり改善に向けて

動き出しているという印象です。

１：使⽤可能な有機資材のリスト化については真剣に取り組みたい。現在、⺠間の有機JAS資材評価協議会

というところがリスト化を図っているが、この仕組みを強化して、認証農家の誰でも活⽤できるような仕

組みができないか、検討を進めたい。これまでのように、個々の認証農家が資材証明書の取り寄せをしな

くても済むような仕組みを検討したい。

２：毎年の検査が負担である、改善を、という要望は理解できる。どのような形で負担軽減が可能か、内

部でもう少し⼯夫できないかの検討を進めています。今、少し時間が欲しい。また、認証費⽤についての

助成措置については、財務省との交渉いかんということもあり、ただちに前向きな回答ができる状況では

ない。ただ、チャレンジはしていきたい。財務省への要請には取り組みたいと考えている。

３：認証番号の表⽰については、グループで共同出荷しているようなケースについては、グループの統⼀

した番号を表⽰できるような仕組みに改善したい。

 農⽔省も本気になって有機農業の普及、拡⼤に取り組もうとしているのをひしひしと感じます。今こ

そ、現場の声をきちんと反映した農業政策、施策が実現できるように、我々も積極的に提案し、働きかけ

ていく時期に来ていると思います。
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  9⽉1⽇（�）、2⽇（⽊）に、鹿児��において有�JAS���を開�いたします。有�JAS���は、
��事業者や��事業者で�めて受�される�が受���となります。���では有��品の⽣�基�や申

�書�の書き�等について��させていただきます。

  これから有�JAS��を�得しようと�えておられる�や�しく担当者になる予�の�がおられました
ら、ぜひお声掛けいただきますよう、よろしくお願いいたします。

  ※���内と申�については別�を�照ください。

 先⽇協�より�頼の�書をお�りした�付���告書についてのご��です。提�期�は6⽉末となって
おります。まだご提�いただいていない��事業者の��は、協�までメール、ＦＡＸ、郵�等でご提�く

ださい。�式が必�な�は、協�までご��ください。 また、��を�得したばかりの事業者の��で、
2020年度は�付��がない場�も、��なしと��の上、ご提�ください。
  �わせて、�回有���物の⽣�⾏��理者の��には、2021年3⽉31⽇時点の��ほ場⾯積をお知ら
せ下さるよう、お願いしております。 申�ほ場の、⽥や畑などについては、作付品⽬で��していただ
き、地⽬が「⽥」となっている場�でも、野菜を��している場�は、「��畑」となりますのでご��く

ださい。そのほか、�からないことがありましたら、協�までお問い�わせください。

  重ねてのお願いとなりますが、まだご提�いただいていない��事業者の��は、��ご提�いただき
ますようよろしくお願いいたします。

種子島　有機JAS講習会・フォローアップ講習会　開催予定のお知らせ

認証事業部からのお知らせ
2020年度の格付実績報告書の提出について

 有機JAS講習会　開催のお知らせ
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【有機JAS講習会・フォローアップ講習会 年間計画】

 有�JAS���・フォローアップ���を、7⽉�に種��で開�予�です。また、��事業者や��事
業者で�めて受�される�向けの有�JAS���と�わせて、フォローアップ���も開�いたします。こ
ちらの��は、�前有�JAS���を受�したことがある�となっております。��正などもありますの
で、⼀度受�された�々もぜひこの��に受�いただきますよう、よろしくお願いいたします。

  尚、この���は現地の��事業者の�地�査と併せての開�予�のため、開�時期は前�する可�性
がありますので予めご了�ください。開�時期等の��は事�局までお問い�わせください。



同封の払込取扱票をご利⽤頂くか、下記、振込先へお振込み下さい。

ふれあいかせだ・いにしへホール

ウォーターフロントパーク

 2020年度も皆さまのご⽀援により、協会の活動を無事に終えることができました。ありがとうございました。
 新年度の開始にあたり、2021年度の会費納⼊にご協⼒をお願い申し上げます。払込票等は、同封の資料にございます
のでご確認ください。

 本年も皆さまからのご意⾒・ご要望をお聞きしながら、有機農業を⽀援し、広げる活動をしていきます。

 引き続きご協⼒をよろしくお願い申し上げます。

気になるけど遠くて・・というご意⾒が前からありました

が、今年は、ならば！映画祭が出向けばいいじゃない！とな

りついに！南さつま市で映画を上映します！南さつま市にも

後援を頂くなど積極的にご協⼒をいただき、夏休み親⼦映画

としても楽しめるように進めているところです。

作品は「いただきます ここは、発酵の楽園」。当協会理事

の鮎川ゆり⼦さんの「⾵の実」にお伺いして話し合いを進め

ました(写真)。かまどやいろり、五右衛⾨と「⽕の学び」と
して活動する場を作っている鮎川さんによるトークを合わせ

た上映会です✨会員の皆様も是⾮お越しくださいね！

実⾏委員会メンバー募集しています！！
オーガニックに興味がある⽅、学⽣の⽅、イベント⼤

好きな⽅など、どなたでも参加できます！皆さんの意

⾒を参考にフェスタは進化し続けます。

次の実⾏委員会は7⽉16⽇(⾦)19:00からかごしま環境
未来館にて開催。

今年は南
さつま市で！映画祭を開催します！

出店者募集しています！！
別紙にてオーガニックフェスタかごしまの出店者募集要項を同封して

おります。締切は8⽉31⽇(⽕)となっております。ご希望の⽅はお早め
にお申し込みください。

協会からのお知らせ
年会費納入のお願い

普及啓発部からのお知らせ

第14回オーガニックフェスタかごしま
11月27日(土) 10:00～16:00

10:00～15:0028日(日)

国際オーガニック映画祭　in南さつま市
8月22日(日) 午前の部 10:00～12:00

午後の部 14:00～16:00

6/4（⾦）理事の鮎川さんの古⺠家「⾵の実」で話し合いをしました！

理事の鮎川さん

遠⽅だから⾏きだせない・・  の声に！

詳しくは同封の映画祭チラシをご確認ください！

※通常のガーデンズシネマさんの映画祭も12⽉開
催予定です♪作品は異なる予定です。
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開催日決定

フェスタに関する問い合わせは
オーガニックフェスタかごしま実行委員会(鹿児島県有機農業協会内)
☎099-258-3374 ✉koaa@koaa.or.jp　事務局：山下まで興味のある⽅はぜひご参加ください。


